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図 2　斜面冷気流ポテンシャルマップ
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石油生産性微細藻 Botryococcus braunii  の廃棄ウレタン燃料化への活用に関する研究
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図 ３ 　甲府盆地上部礫層の地下模式断面図
図 2 　甲府盆地の東西方向の地下地質断面図
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図 ３ 　甲府盆地上部礫層の地下模式断面図
図 2 　甲府盆地の東西方向の地下地質断面図
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写真 1 　 甘利山山頂草原で 1 個体も確認
できなかった県レッドリスト種
コヒョウモンモドキ

























































































- ３ 　 トキシリン・エオジン染色の結果
図- 2 　ALT活性 測定結果
基 　 ８
無機バナジウムの吸収ならびに生体応答に関与する因子の解明
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　表 １ 、表 ２ にそれぞれ「シラビソ １ 」と「シラビソ ２ 」
林分構造を示す。両林分とも胸高断面積比で、それぞれ
８７. ０ ％、７９. ４ ％とシラビソが優占していた。平均直径
が「シラビソ １ 」のシラビソで 6 . 5 cm、「シラビソ ２ 」
のシラビソで ８ cmとまだ小径木であった。また、「シラ
ビソ １ 」ではナナカマドが１３. ０ ％、「シラビソ ２ 」では





























































































　表 １ 、表 ２ にそれぞれ「シラビソ １ 」と「シラビソ ２ 」
林分構造を示す。両林分とも胸高断面積比で、それぞれ
８７. ０ ％、７９. ４ ％とシラビソが優占していた。平均直径
が「シラビソ １ 」のシラビソで 6 . 5 cm、「シラビソ ２ 」
のシラビソで ８ cmとまだ小径木であった。また、「シラ
ビソ １ 」ではナナカマドが１３. ０ ％、「シラビソ ２ 」では
















































































種名 本数 幹数 平均直径(cm) 断面積合計ｃｍ個体比％ 幹比％ 断面積比％稚樹数
シラビソ 25 25 6.5 1119.4 64.1 58.1 87.0 14
ダケカンバ 0 0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1
ハクサンシャクナゲ 1 1 0.5 0.2 2.6 2.3 0.0 14
ナナカマド 13 17 3.3 167.4 33.3 39.5 13.0 1
39 43 5.1 1286.9 100 100 100 30
表2　｢シラビソ2｣の林分構造
種名 本数 幹数 平均直径(cm) 断面積合計ｃｍ２ 個体割合％ 幹割合 割合％　断面積 稚樹数
シラビソ 13 13 8.0 747.5 27.1 27.1 79.4 11
カラマツ 28 28 2.7 165.9 58.3 58.3 17.6 2
ダケカンバ 3 3 2.7 11.3 6.3 6.3 1.2
ハクサンシャクナゲ 4 6 1.9 16.5 8.3 12.5 1.8











































































































図 2　「シラビソ 2」における種ごとの個体分布図 図 ６　「シラビソ 2」の胸高直径クラスごとの個体数
図 5　「シラビソ 1」の胸高直径クラスごとの個体数
図 ４　「シラビソ 2」における胸高直径と樹高の関係















































































 図 1 　 調査地別平均捕獲数（頭）。 1 調査地（1００ｍ×
1００ｍのエリア）につき設置トラップ数5０個















































































 図 1 　 調査地別平均捕獲数（頭）。 1 調査地（1００ｍ×
1００ｍのエリア）につき設置トラップ数5０個


















































沢 村 の 富 士 山 北 斜 面 に 位 置 し、 標 高 は １ ,２5０m 〜









 図 ４ 　ライトセンサスによるニホンジカの目撃頭数
　　　（／1０km）の年変動（2０００年11月～2０11年11月）
　　　 ※）2００2年は 5 月のみ，2０００年および2００８年は11
月のみ測定


























みると、 ７ 月〜 ８ 月の目撃件数は大量出没年とほぼ同水











 図 5 ． 山梨県内における月別ツキノワグマの目撃件数
（2００1年 ４ 月～2０11年 2 月）
　　　※ 1 ） 2００1年度～2００5年度および2００７年度～2００9
年度
　　　※ 2 ）2００６年度および2０1０年度


























みると、 ７ 月〜 ８ 月の目撃件数は大量出没年とほぼ同水











 図 5 ． 山梨県内における月別ツキノワグマの目撃件数
（2００1年 ４ 月～2０11年 2 月）
　　　※ 1 ） 2００1年度～2００5年度および2００７年度～2００9
年度
　　　※ 2 ）2００６年度および2０1０年度
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図 2 - 3 　 前後方向 1 . ０ -1０. ０ Hz帯域のパワー比（Y-ratio）
に及ぼす超高周波数音の影響（***:p< ０ .００1）
図 2 - 2 　 左右方向 ０ . 1 - ０ . 5 Hz帯域のパワー値（X-power）
に及ぼす超高周波数音の影響（*:p< ０ .０5）
図 2 - 1 　 重心動揺総軌跡長（LNG）に及ぼす超高周波
数音の影響（*:p< ０ .０5）
図 1 - 3 　 前後方向 1 . ０ –1０. ０ Hz帯域のパ
ワー比（Y-ratio）に及ぼす背景
音の影響
図 1 - 2 　 左右方向 ０ . 1 - ０ . 5 Hz帯域のパ
ワー値（X-power）に及ぼす背
景音の影響
図 1 - 1 　 重心動揺総軌跡長（LNG）に及
ぼす背景音の影響
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図 2 - 3 　 前後方向 1 . ０ -1０. ０ Hz帯域のパワー比（Y-ratio）
に及ぼす超高周波数音の影響（***:p< ０ .００1）
図 2 - 2 　 左右方向 ０ . 1 - ０ . 5 Hz帯域のパワー値（X-power）
に及ぼす超高周波数音の影響（*:p< ０ .０5）
図 2 - 1 　 重心動揺総軌跡長（LNG）に及ぼす超高周波
数音の影響（*:p< ０ .０5）
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は男が１２. ４ g/日、女は１０. ３ g/日であった。これらの値
は、平成２２年国民健康・栄養調査報告の全国平均(男





































































































サブテーマ 1 ： 継続的な都市温熱環境モニタリングによ
るヒートアイランド現象の把握と熱中症
ハザードマップの作成
サブテーマ 2 ： 植生、水系、風況、土地被覆などの温暖
化緩和要因の現状調査と問題点の抽出
サブテーマ 3 ： 市街地への山間部からの斜面冷気流が及
ぼす影響調査





















































　＝a 1 ×斜面面積＋a 2 ×斜面平均LAI
　　＋a 3 ×斜面平均傾斜角＋a ４ ×流路平均傾斜角　⑴
　　＋a 5 ×流路長＋a ６ ×流路上の人工被覆率 
　　＋a ７ ×斜面平均開度＋a ８ ×斜面蓄熱
図 1 　解析の流れ


































































　人 類 生 態 学 研 究 室：本郷哲郎
　環 境 計 画 学 研 究 室：杉田幹夫
　早川町日本上流文化圏研究所：鞍打大輔
　㈱ 生 態 計 画 研 究 所：小河原孝生、中村忠昌




























































































草地、２９区画（ ８ . 6 %）が宅地・駐車場あるいは流出等
その他に分類された。


































































































草地、２９区画（ ８ . 6 %）が宅地・駐車場あるいは流出等
その他に分類された。






























































































































































　工 学 院 大 学：佐藤貞雄




































































（wt%）, Residual content: 熱分解せずに沈澱したFPF残渣量







　工 学 院 大 学：佐藤貞雄




































































（wt%）, Residual content: 熱分解せずに沈澱したFPF残渣量
























て、DOと比較した場合、 １ . ２ 〜 ９ . ２ %の改善が見られ
た。


























POとKEをそれぞれ 3 : ７ 、 5 : 5 、および ７ : 3 の
比率で混合した燃料を示す。













　山 梨 大 学：島崎洋一
　産業技術総合研究所：玄地裕









































































図 1  焼却処理フローモデル









　山 梨 大 学：島崎洋一
　産業技術総合研究所：玄地裕









































































図 1  焼却処理フローモデル





















図 2　堆肥化フローモデル 図 3　メタン化フローモデル
表 2　各処理システムが及ぼす影響評価領域ごとの環境影響評価
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　 供 試 藻 株 はChu１３液 体 培 地 に、B.braunii  B系 統 
Berkley 株 （生産する油の主要分子種はボツリオコッセ





ことがわかった。通常、当該藻種の培養には 5 % （v/v）










































 前培養は 50mL 扁平フラスコ中で行った。通気は、






















1. ポンプ,  2. 温度制御装置,  3. ヒータ ,ー  4. 温度
センサ ,ー  5. サンプル採取口, 6. 気泡塔, 7. 綿栓, 8. 
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 前培養は 50mL 扁平フラスコ中で行った。通気は、






















1. ポンプ,  2. 温度制御装置,  3. ヒータ ,ー  4. 温度
センサ ,ー  5. サンプル採取口, 6. 気泡塔, 7. 綿栓, 8. 









































図 2 　高濃度CO2濃度下で生育した藻体図 1 　高濃度CO 2 添加型光バイオリアクタの概要
　　　 1 . ポンプ,  2 . 温度制御装置,  3 . ヒータ ,ー  ４ . 
温度センサ ,ー  5 . サンプル採取口, ６ . 気泡塔, ７ . 
綿栓, ８ . 流量計 （空気用）, 9 . 流量計 （CO2用）
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沖地震（Mw 9 . 0 ）、 3 月15日22時31分頃発生した静岡










図 １ 　3 月１１日東北地方太平洋沖地震（上図）、 3 月１5日静岡県東部の地震（下図）にみられた地下水位
と変動（矢印は発震時刻）




































　茨 城 大 学：堀　　良通・山村　靖夫
　東 邦 大 学：丸田恵美子
　北 里 大 学：坂田　　剛





































































































ミが21個体と最も多く続いてサワシバ 9 個体ミズキ 4 個





































個体 本 ha-1 ha-1 cm cm2 ％　 ％ ％ 個体
アオハダ 1 4 25 100 13.6 145.5 2.6 8.2 0.6
イヌブナ 1 8 25 200 108.5 9245.9 2.6 16.3 35.1
ウラジロモミ・モミ 21 21 525 525 20.7 7059.8 55.3 42.9 26.8 10
オオモミジ 1 1 25 25 50.5 2000.2 2.6 2.0 7.6
サワシバ 9 9 225 225 15.2 1628.2 23.7 18.4 6.2
ミズキ 4 5 100 125 24.4 1865.2 10.5 10.2 7.1
ミズメ 1 1 25 25 74.6 4370.7 2.6 2.0 16.6
39 50 950 1225 29.7 26315.5 100 100 100 10
表２　｢道路下｣における森林の構造　（方形区サイズ　20m×20m）
個体数 幹数個体密度　幹密度平均直径胸高断面積合計個体比幹割合胸高断面積比 稚樹数
個体 本 ha-1 ha-1 cm cm2 ％　 ％ ％ 個体
イヌブナ 5 11 125 275 30.1 3564.5 9.3 18.0 25.5
ウラジロモミ・モミ 1 1 25 25 2.3 4.2 1.9 1.6 0.0 4
エンコウカエデ 6 6 150 150 14.6 1009.2 11.1 9.8 7.2
オオモミジ 2 2 50 50 2.5 10.0 3.7 3.3 0.1
カジカエデ 1 1 25 25 32.7 841.4 1.9 1.6 6.0
コハウチワカエデ 1 1 25 25 19.1 286.6 1.9 1.6 2.0
サワシバ 7 7 175 175 12.4 846.4 13.0 11.5 6.0
サワラ 11 11 275 275 12.4 1338.3 20.4 18.0 9.6 3
ヒナウチワカエデ 8 8 200 200 6.9 300.5 14.8 13.1 2.1
ブナ 1 2 25 50 5.5 24.2 1.9 3.3 0.2
ミズナラ 7 7 175 175 31.4 5410.3 13.0 11.5 38.7
メグスリノキ 4 4 100 100 10.6 354.7 7.4 6.6 2.5
54 61 1350 1525 18.2 13990.4 100 100 100 7
表1　｢ブナ広場｣における森林の構造　　（方形区サイズ　20m×20m）
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図 １　｢ブナ広場｣ における直径階分布 図 ２　｢道路下｣ における直径階分布




























































































































































































































































写真 １ 　甘利山山頂草原で １ 個体も確認できなかった県
レッドリスト種コヒョウモンモドキ
















































































写真 １ 　甘利山山頂草原で １ 個体も確認できなかった県
レッドリスト種コヒョウモンモドキ





























































































































　　　下位検定：①水平 １ ＜②６0°（p< 0 .05）、
　　　　　　　　①水平 １ ＜③＋２0°（p< 0 .0１）
図 ２ 　体位変換と収縮期圧
　　　年齢差あり（p= 0 .0１１）
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図 ２ 　体位変換と収縮期圧
　　　年齢差あり（p= 0 .0１１）


























　　　運動強度条件間に差有り。運動強度 １＜運動強度 ２（p= 0 .033）
　　　時間で差有り。運動直後＞運動後30分（p< 0 .00１）























































































































































































































































　愛 知 学 院 大 学：佐藤雅彦






















































































3 b、 4 b：‌粘膜上皮細胞質内に見られた彌慢性微小空胞化（矢
印）、腸陰窩の顕著な拡張（矢頭）×200

































3 b、 4 b：‌粘膜上皮細胞質内に見られた彌慢性微小空胞化（矢
印）、腸陰窩の顕著な拡張（矢頭）×200

































































（a）‌2007年 3 月 1 日　15:00‌JST
図 １ 可降水量分布図








































































































































































































































































































1995.05.18 57.00 0.288 0.411
1995.11.10 28.97 0.428 0.534
2000.04.29 58.05 0.291 0.354























































（10. 7 %）、「自然に対して何もしない」（10. 3 %）、「道を































































































（10. 7 %）、「自然に対して何もしない」（10. 3 %）、「道を
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気温は 2 . 6 ℃～32. 4 ℃、最深積雪深は14cmであった。
また、サル追払い 1 回あたりのモンキードッグ平均出動
時間は52. 2 ±40. 0 分（平均値±標準偏差、以下同様）、
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時間は52. 2 ±40. 0 分（平均値±標準偏差、以下同様）、



















































































力の場合、 4 月～12月のそれぞれが 1 、 2 、17、668、
































※ 同じ形の点のうち小さい方が 7 月、大きい方が 8 月
データ出典：気象庁ならびに東京電力



















































力の場合、 4 月～12月のそれぞれが 1 、 2 、17、668、































２005～２0１２年、 7 ・ 8 月）
※ 同じ形の点のうち小さい方が 7 月、大きい方が 8 月
データ出典：気象庁ならびに東京電力







た（図 3 ）。最もデータの多い 8 、 9 月は、いずれの世
帯人数区分でも2010年より2011年の方が電力使用量が少
なかった。10月以降も同様の傾向がうかがえる。




計簿電力使用量のデータを世帯人数別にみると≦ 2 、3 、




　ガソリンの使用量も2011年 8 ・ 9 月は、全ての世帯人
数区分で2010年より少なかった。








　※●， 1 月； ▲， 8 月．
　　データ出典：気象庁ならびに総務省（家計調査）


















































































ついては、 2値画像処理手法の一つである収縮処理を施図 １ 研究全体のイメージ


















































































ついては、 2値画像処理手法の一つである収縮処理を施図 １ 研究全体のイメージ


































　切り出した部分は、GeoEye- 1  衛星が2010年 4 月26日
に観測した画像に相当する。この衛星画像を解析して抽
































図 5 GeoEye- １ 衛星画像から抽出した竹林領域（黒色）
　　　（クロスハッチ領域は図 ３を参照）
図 ４ 誤判定領域を除いた後の竹林抽出領域（黒色）
















図 5 GeoEye- １ 衛星画像から抽出した竹林領域（黒色）
　　　（クロスハッチ領域は図 ３を参照）
図 ４ 誤判定領域を除いた後の竹林抽出領域（黒色）























































写真 １　平成２３年 5 月の農地の状態
写真 ２　平成２３年１１月の農地の状態
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均値の最小－最大は、水温 12. 4 －14. 7 ℃、透明度 6 . 2
－ 9 . 7 m、pH 7 . 3 － 8 . 6 、DO 9 . 0 －10. 1 mg/L、
COD 1 . 1 － 2 . 8 mg/L、 懸 濁 物 質 0 － 1 . 3 mg/L、
BOD 0 . 3 － 1 . 5 mg/L、 導 電 率 76.58－86.38µS/cm、
全窒素 0 .128－ 0 .435mg/L、全燐 0 .003－ 0 .012mg/L、 









これまでの調査では水深 8 － 9 mあたりから生育が確認
され、分布中心は10－12mで、分布下限水深は明らかに
されていない。今回測定された西湖の水中の相対光量の
平均値は、水深10mでは 3 . 1 %、水深12mでは 1 . 8 %で
あった。山中湖におけるフジマリモの生育水深は約 2 －
5 mで、その相対光量は 3 . 7 －14. 7 %であり、西湖の
フジマリモの分布中心である水深10－12mの相対光量





























西湖の２0１１年 ２ 月-２0１２年 １ 月の相対光量と山中湖湖心
の２008年１１月-２009年１0月の相対光量
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　 2 ）特定研究　 1 件
　　①都市近郊の里山林における「森の癒し機能」の効
果的な発揮に関する研究（H24～H26）






　 1 ）特定研究　 1 件
　　①山梨県における竹林分布の実態と管理対策につい
ての研究（H23～H24）









　新規研究 7 課題に対する総合評価点は 4 . 1 ～ 3 . 6（平
均 3 . 8 ）で、全ての研究課題について「妥当」との評
価結果であった。














　 2 ）特定研究　 1 件
　　①壁面緑化による温度上昇抑制効果と夏季の健康に
関する研究　（H21～H22）
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研究課題に対する評価結果
　事後評価 5 課題に対する総合評価点は 4 . 0 ～ 3 . 5（平
均 3 . 8 ）で、全ての研究課題について「妥当」との評
価結果であった。
　中間評価 1 課題に対する評価は 2 . 6 で、研究手法等
について改善が望ましいとの評価結果であった。
























































































Biomechanics誌 論 文 審 査 員、BehaviorResearch
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　山梨県立大学人間福祉学部 4 年生、 1 名
環境生化学研究室





　吉田高校 2 年生、 4 名（吉田高校理数科課題研究）
環境生化学研究室
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平成23年 9 月 7 日
峡南地域野生鳥獣被害対策連絡会議（市川三郷町）


































































































































































































































































































































































































　臨 時 職 員　米山　裕美子＜分部真由美＞
　臨 時 職 員　半田　陽子
　臨 時 職 員　小澤　亜由実＜秋山日香里＞












ズンなどに集中している。例年は 4 ～ 5 月の大型連休の
期間にも集中していたが、今年は東日本大震災の影響な











３ － １ － ２  生態観察園・自然観察路のガイドウォーク
 （利用者数　567名）
　春と夏にアカマツ林の自然解説としてガイドウォーク









開催日： 4 ／２３，２4，２9，３0　 5 ／ 1 ～ 8
　　 7 ／16，17，18，２３，２4，３0，３1 8 ／ ２ ～３1
　　　※ 8 月は月曜日以外毎日実施














4 月 405 0 （ 0 ） 405
5 月 68３ 0 （ 0 ） 68３
6 月 478 4３（ ２ ） 5２1
7 月 760 ２0（ 1 ） 780
8 月 1 ,２5３ 16（ 1 ） 1 ,２69
9 月 646 0 （ 0 ） 646
10月 710 19（ 1 ） 7２9
11月 586 1２（ 1 ） 598
1２月 ２２0 0 （ 0 ） ２２0
1 月 1３4 0 （ 0 ） 1３4
２ 月 ２59 0 （ 0 ） ２59
３ 月 ３09 0 （ 0 ） ３09
合計 6 ,44３ 110（ 6 ） 6 ,55３
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表 ２ －A 利用団体数（種別）
種 別 団体数
小 学 校 9２
中 学 校 ２4
高校・大学 11
一 般 ３２









4 月 ３57　（ ２ ）
5 月 1 ,958　（２7）
6 月 ２ ,081　（２8）
7 月 1 ,5３8　（２２）
8 月 566　（10）
9 月 1 ,909　（２5）
10月 ２ ,4３8　（３4）
11月 ３01　（ 6 ）
1２月 90　（ ２ ）
1 月 0 　（ 0 ）
２ 月 4３　（ 1 ）
３ 月 11３　（ ３ ）
合計 11,３94（160）
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オ）秋の自然ときのこ観察会
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オ）秋の自然ときのこ観察会
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第 ４期「富士山・火山写真展」


















































学習指導者派遣 101 7 ,578
施設提供 ３0 1 ,３40
学習備品貸出 6 ２２6
合　計 1３7 9 ,144
屋外での「おはなしかい」の様子
教育スタッフの講師派遣
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一 般 書 1２05３冊
児  童  書 ３484冊
参 考 図 書 1841冊
富 士 山 関 係 404冊
行 政 図 書 585冊











一 般 雑 誌 81タイトル
学 術 雑 誌 98タイトル
紀 　 要 196タイトル
行 政 資 料 ２5３タイトル








































一 般 書 1２05３冊
児  童  書 ３484冊
参 考 図 書 1841冊
富 士 山 関 係 404冊
行 政 図 書 585冊











一 般 雑 誌 81タイトル
学 術 雑 誌 98タイトル
紀 　 要 196タイトル
行 政 資 料 ２5３タイトル
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４ － ３ 　環境情報センター事業　
「もりのおはなしかい－絵本の読み聞かせ－」














































個人利用 人 　 数 45２1人
団体利用 人 　 数 ３３２0人
個人貸出












件 　 数 6件
冊 　 数 74冊
ビデオ視聴
人 　 数 ２71人
本 　 数 85本
DVD視聴
人 　 数 481人
本 　 数 17３枚
CD-ROM利用




人 　 数 1106人
レファレンス（調査相談） 1３２件
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第 5 回　平成２4年 1 月14日（土）
　　　　「火山噴出物と火山体」
　　　　荒牧重雄　山梨県環境科学研究所長





第 7 回　平成２4年 ２ 月 4 日（土）
　　　　「火山としての富士山　富士山の成長史－ 1 」
　　　　高田　亮　産業技術総合研究所主任研究員
第 8 回　平成２4年 ２ 月10日（金）
　　　　「キッチン火山実験で学ぶ富士山」
　　　　林信太郎　秋田大学教育文化学部教授
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第 7 回　平成２4年 ２ 月 4 日（土）
　　　　「火山としての富士山　富士山の成長史－ 1 」
　　　　高田　亮　産業技術総合研究所主任研究員
第 8 回　平成２4年 ２ 月10日（金）
　　　　「キッチン火山実験で学ぶ富士山」
　　　　林信太郎　秋田大学教育文化学部教授











５ － ２ 　環境科学研究所利用者数
月別利用者数　　　（人）
4 月 　 ２ ,751
5 月 　 6 ,9３0
6 月 　 5 ,３68
7 月 　 4 ,9３２
8 月 　 5 ,069
9 月 　 5 ,455
10月 　 7 ,176
11月 　 ２ ,３8３
1２月 　 1 ,187
1 月 　　687
















































　　臨 時 職 員　　米　山　裕美子
　　臨 時 職 員　　半　田　陽　子












　　臨 時 職 員　　倉沢　恵理子












　　臨 時 職 員　　遠　藤　淳　子












　　臨 時 職 員　　渡　邉　　　学
　　臨 時 職 員　　高　橋　美也子












































　　臨 時 職 員　　米　山　裕美子
　　臨 時 職 員　　半　田　陽　子












　　臨 時 職 員　　倉沢　恵理子












　　臨 時 職 員　　遠　藤　淳　子












　　臨 時 職 員　　渡　邉　　　学
　　臨 時 職 員　　高　橋　美也子


































































平成 5 年 ２ 月　　　「環境科学研究所顧問」 9 名を委嘱
　　　　 ３ 月　　　「環境科学研究所基本計画」の策定
平成 7 年11月　　　起工式
平成 9 年 4 月 1 日　組織発足
　　　　　　３0日　竣工式
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研　究　棟 鉄筋コンクリート造り地下 1階地上 ２階 ３ ,4２9.005㎡
管　理　棟 コンクリートブロック造り地上 1階 98.２80㎡
附　属　棟 コンクリートブロック造り地上 1階 171.２77㎡
温　　　室 鉄骨造り　地上 1階 101.２86㎡
ポーチ屋根 鉄骨造り 17. 6 ㎡
合　　　　計 6 ,３18.079㎡
６ － ５ 主要研究備品
設置場所 備　　品　　名
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冷 凍 庫 室 超低温槽（－80℃）
クリーンルーム クリーンルーム及び内部機器
敷 地 内 露 場 気象観測システム



















第  15  号
































第  15  号
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